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第２回ナノテクネットワーキングと国際協力に関するワークショップは、第 8 回国際材料研

究学会連合－先進材料に関する国際会議（IUMRS-ICAM）のシンポジウム A-10 として 2003 年

10 月 11－12 日にパシフィコ横浜にて開催された。ワークショップは日本 MRS（MRS-J）によ

って主催され、岸本直樹（物質・材料研究機構）、R.P.H. Chang（Northwestern 大学）、西嶋昭

生（産業技術総合研究所）、国武豊喜（北九州大学）によって共同議長が務められた。本ワー

クショップの目的は、主としてグローバルナノテクネットワーク（GNN）の開発に向けての計

画であった。財政面ではナノテクノロジー総合支援プロジェクトセンター（NRNSJ, 日本）、

米国科学財団(NSF, USA)及び海軍研究局（U.S. Office of Naval Research）からの支援を得た。 
 
ワークショップの参加者は約60名程度であり、講演とともに小グループに分かれての有意義

なグループ討論も行われた。カナダ、中国、フランス、ドイツ、インド、アイルランド、日本、

韓国、ニュージーランド、シンガポール、スペイン、台湾、英国、米国からの参加者があった。

（参加者リストは付録２を参照。） 
 
 
ワークショップの背景と目的 
 
本ワークショップはグローバルナノテクネットワーク（GNN）に関するワークショップの第

２回目にあたる。世界中のナノテクノロジーのリーダー達が、ナノテク分野の科学的・技術

的・教育的情報を効率よく交換することを目的とした、ネットワークの構築のための企画立案

と具体的な戦略策定について協力し合った。このダイナミックな進展により、世界中の各領域

から来た科学者、教育者、政府代表の間の相互協力が活性化され、新しい複合化を促進するこ

とが見込まれる。 
 
各国からの講演の後に、手作りのワーキンググループセッションが開催された。ナノテク分

野の国際的なリーダー達からの短い状況報告は、ワークショップ参加者に現存するネットワー

クと、それらのネットワークがどのように機能しているかを認識させた。政府代表たちは彼ら

の国々や地域でのネットワーキングと研究協力をいかに支援するかを議論した。集中講演

(Focus Talk)では、成功したモデル、方策、道具について集中的に紹介がなされた。国際ワーキ

ンググループは両日とも開催され、GNNのための緊要なゴール、機能、能力を同定するととも

に、国々や地域のネットワークをリンクして実際にGNNを構築する方法について議論された。

最終的な勧告はGNN開発のロードマップのための基礎として資するようこの報告書にまとめら

れた。  
 
 
ワークショップのテーマ 
 
ワークショップのためにナノテクノロジーの緊要な分野が選定された。参加者は、究極的に

はより広い横断的材料分野に対してこれらのアイデアを適用しなければならないが、組織委員

会がナノテク分野の近年の驚異的発展を考慮してナノテクノロジーを対象として設定した。講

演はナノテク研究プログラムのインフラと実施案の両面に関わるものであった。９ヶ国から集

まった研究者達はそれぞれの国でのナノテクプロジェクトの現状について紹介した。研究予算

支援組織や政策担当機関からの代表達は、実施中の資源支援の内容について説明した。 

ワークショップ総括 
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組織委員会は、世界中の各主要地域からのナノテクノロジーリーダーを、ナノテク投資と計

画を報告するよう招聘した。各講演者はナノテクノロジーへの集中投資の状況から、投資戦略

の考え方に亘り、各国プログラムについて説明した。ワークショッププログラムと講演概要は

次節に記載されている。 
講演の後に参加者は二、三のグループに分かれ、国際ネットワーキングの機会を広げること

に関連する論点を議論した。グループはそのようなネットワークを支えるインフラをどのよう

に開発するかについても考慮した。 
 
特に、参加者は、ナノテクネットワーキングへの世界的参加が成功の鍵であり、情報への簡

単で無料のアクセスがナノマテリアル研究の成功や国際協力プロジェクトの展開に有意義なイ

ンパクトを与えることに合意した。ワークショップで新しく認識された論点は、GNNのための

ユーザー主導組織の必要性ということであった。 
 
 

ワーキンググループの結論 

 

講演やグループ討論への参加を含め、本ワークショップへの多数かつ活発な参加を得たこと

は、ＧＮＮを開発するという考え方に対して、広範かつ国際的な支持基盤が存在することを明

確に物語る。 

 

ポリシーと構造 

 

討論のセッションでは、以下を含むいくつかの重要な概念的合意が提案された： 

 

１．ＧＮＮはその国際的リンクや国際的に開発されたプログラム、プロジェクト、サービスを

通して、ナノテクノロジー研究や教育の成功のために極めて有益である。 

２．ＧＮＮは責任能力のある組織された実体として開発されるべきであり、その内容、プログ

ラム、管理、インフラに関してはユーザー主導の構造をとるべきである。 

３．ＧＮＮは非営利組織として運営され、政府や産業界、ファンドや財団により、あるいは必

要によってはユーザーや会員によって、財政的に支援されるべきである。 

４．高い価値をもち、適切で最新の内容の選択と維持が成功の鍵となる。ＧＮＮは“生きてい

ること”、アクセスが容易で、活発に運営されるべきである。 

５．入力は簡単であるべきである。 

６．ＧＮＮのＷｅｂサイトはユーザーフレンドリーであり、他のリンクされたサイトや情報へ

のアクセスへの便利な表玄関となるべきである。このためには優秀な検索エンジンを含む

必要がある。 

７．ＧＮＮは現存や開発中のナノネットワークと容易にかつ効率的にリンクすべきであり、余

分な重複部分は最低限にされるべきである。このことは思慮深く開発された共有プロトコ

ルが存在して初めて可能になる。 
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要件とプログラム 

ＧＮＮは、ナノテクノロジーの研究者、研究プロジェクト、研究施設の間に効率的な世界的

規模のリンクを提供し、出版物、研究報告書、教育用資源、データベースへの強力なアクセス

を提供することを目的とするものである。さらに、ワークショップグループは、ＧＮＮの資源

があって初めて可能になるであろう、いくつかの重要な新しいプログラムの野心的な可能性に

ついて討論した。 

 

このような可能性のいくつかを以下に挙げる： 

 

１．ナノテクノロジー産業の競争力ロードマップの開発の促進。 

 

２．ナノテクノロジー標準の評価データベースの開発。 

 

３．Ｒ＆Ｄパートナーシップを仲介し、促進する。 

 

４．ナノテクノロジー研究の人的資源と研究施設の世界的データベースの開発。 

 

５．国際的認知を獲得するための教育的プログラムを始動させる。 

 

６．中核的な研究施設へのアクセスを含む学生や学部間の交換プログラムを促進する。 

 

７．世界的なナノテクノロジー研究の取り組み、政策、実践、資源配分に関する情報の 

  収集・提供を行う。 

 

８．最新ニュースの配布や研究ハイライトのギャラリーを維持・管理する。 
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アクション項目 

 

ＧＮＮを開発し、これらの野心的かつ肝要なプログラムを達成するためには、ＧＮＮの組織

構造が、ユーザー主導であり、かつ責任のある管理能力を伴いつつ、積極性と柔軟性を組み合

わせた方法で速やかに形作られることが肝要であると考えられる。なによりも、ＧＮＮの目的

と機能がユーザーによく理解され、サポートされなければならない。暫定的な開発計画は明確

に表明される必要があり、出発時に予想される資金に見合う組織構造を同定しなければならな

い。 

 

 

ＧＮＮの現実的な描像 

 

グループ討論セッションは、集団として初めて、ＧＮＮと呼ばれる実態が実際にどのような

機能や物理的構造により構成されるかについての具体的な描像を示した。添付した報告書は３

つの独立なグループが以下のトピックスについて議論した結果である： 

 

     － ＧＮＮに参加するコミュニティー 

     － ＧＮＮの機能と目的 

     － ＧＮＮの組織構造 

     － 未来の可能性 

     － 解決されるべき課題 

 

３つのグループからの報告書をまとめたものを付録１ A,B,C として添付する。読者には、

この大変分かりやすい報告書を一読することを是非勧める。 

 

一同に会して考察することにより、報告書は「現在、検索エンジンGoogleや電子メイルでは

容易には行えない事柄で、ＧＮＮにより可能になることは何か？」という挑戦的な問いに対し

て明確に回答している。さらに、引用された多くのキーワードの反復頻度から、優先度やビジ

ョンに関する本質的な合意が示されている。 

グループＡとＣの結論では、ＧＮＮに要求される中央が管理すべき範囲がかなり異なった。

グループＡは、ＧＮＮ会員や利用者コミュニティーの代表としてディレクター委員会と利用者

のアドバイザリー委員会の両方を設けようとしている。委員会は適当なスタッフを雇い、会員

の希望を実行する責任を負い、非営利組織としてのＧＮＮの管理に必要な全ての事項を事務的

に行う。グループＣは、地域的特異性に対応するために、完全に分割された組織構成を提案し

た。このような解決される必要のある相違点が依然として残っている。それでもなお、これら

の報告書は良く考えられており、現実的な組織構造や管理方法のモデルを提供している。さら

に報告書は、ＧＮＮの代表の運営委員会に、予算を確保しＧＮＮの所在地を決定しＧＮＮ組織

の良質な管理を指定するための、具体的な暫定計画とタイムテーブルを準備させる任務を明ら

かにしている。 
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2003年10月11日 
 
開会の挨拶 

-. 開会の辞は IUMRS-ICAMS2003 全体のチェアマンである岸輝雄（ナノテクノロジー総合支

援プロジェクトセンター及び物質・材料研究機構）及び本ワークショップの共同議長であ

る岸本直樹（物質・材料研究機構）、R.P.H. Chang（Northwestern 大学）、西嶋昭生（産

業技術総合研究所）、国武豊喜（北九州大学）によって行われた。 
-. R.P.H. Chang（Northwestern 大学）によって、本ワークショップの経緯と最近のゴールが説

明された。 
 
 
スピーカーパネル１: ナノテク研究とネットワーキングに関する報告 

 
座長: 西嶋昭生（産業技術総合研究所） 

神谷 晶 (NEDO)  
“日本のナノテクネットワーク” 
神谷は NEDO におけるナノテク研究開発協力、ネットワーク、方策について紹介し、近年の

日本におけるイニシアチブについて講演した。彼はいくつかのナノテク材料研究プログラムの

成果のシステム化、国際会議や展示会を通した情報交換、産業界との地域的ナノテク分野に関

する協力などの種々の試みについて紹介した。 
 
R.W. Siegel (Rensselaer Polytechnic Inst., 米国)  
“米国におけるナノテクネットワーク” 

Siegel は、米国エネルギー省（DOE）によって支援されている Nanoscale Science Research 
Centers、NSF により支援されている Nanoscale Science and Engineering Centers、NASA によって

支援されている Nanotechnology University Research Education Technology Institutes を含む米国の

ナノスケール科学・技術の研究センターについて概観した。彼はそれらの研究センターがどの

ように互いに相互作用し、世界中の他の研究センターやネットワークとどのようにリンクされ

るかについて説明した。 
 
 
 
スピーカーパネル２: ナノテク研究とネットワーキングに関する報告 

 

座長: 国武豊喜（北九州大学） 
Z.G. Khim (Korean Nano Researches Association, 韓国) 
“韓国におけるナノテクネットワークと資源配分”  

Khim は韓国において 1995 年に始まり 1999 年に拡大されたナノテクに関連するいくつかの

研究ネットワークについて紹介した。その後の先進国からのナノテク研究の波により、2002 年

に戦略的国家 R&D プログラムが策定された。このプログラムにより Daeduck 科学都市にナノ

ファブリケーションセンターが設置されるとともに、政府及び民間によるナノテクの研究開発

に大幅な研究投資が始まった。 
 

ワークショップのプログラムと講演概要 



 - 7 -

G.L. Rochon (Purdue 大学, 米国)  
“Purdue 大学におけるナノテク研究・教育・インフラ・連携” 

Rochon は米国ナノテクネットワークにおける計算科学・シミュレーションに関連する話題

に絞って講演した。彼は Purdue 大学に設置されたネットワーク（ナノテク計算科学のための

ナノハブ NCN ネットワークと e-エンタープライズセンター）について紹介し、世界中の外部

のネットワークとどのように相互作用していくかを議論した。 
 
C.N.R. Rao (Jawaharlal Nehru Centre for Advanced Scientific Research, インド)  
“インドにおけるナノ研究とネットワーク” 

Rao はインドが国家ナノ・イニシアチブを開始し、昨年装置及びインフラの改善に投資した

ことを報告した。いくつかの専門化した技術に関して中心的国家施設を設立している。またナ

ノサイエンス分野の大学院生や教師をトレーニングするためのワークショップを開催している

ことを紹介した。 
 
J.M. Yacaman (Texas 大学 Austin 校, 米国)  
“米国-ラテンアメリカにおけるナノテクネットワーク” 

Yacaman は近年の米国とラテンアメリカの間のナノテク連携に関して講演した。これらの

国々における経済的、教育的状況を紹介した後、その可能性について議論した。連携の利点・

問題点に関して言及し、開発途上のラテンアメリカ諸国にとってナノテクとネットワークの重

要性を指摘した。 
 
 
フォーカストーク１ 

座長: 岸本直樹（物質・材料研究機構） 
徳本洋志 (北海道大学) 
“ナノテク研究における国際協力に向けて” 

徳本はナノテク研究と学際領域の国際協力の重要性について講演した。近年、生物学、化学、

電子工学、力学、材料科学、光学、理論シミュレーションなどの分野を横断したシンポジウム

やワークショップが頻繁に開催されているが、彼はそのような場で議論された、いくつかの事

項について紹介した。彼はナノテクにおける“道具”と計測学の重要性を強調し、それらの精

度と再現性について充分に理解する必要性を説いた。 
 
 
フォーカストーク２ 

座長: 岸本直樹（物質・材料研究機構） 
本セッションでは C. Ziegler (Kaiserslautern 大学 , ドイツ)と H. Schmidt (Institute for New 

Materials, ドイツ)が “ドイツにおけるナノテクネットワーキングモデル”という題名のもとに

時間を分割して講演を行った。 
“ドイツにおけるナノテクネットワーキングモデル” 
  Ziegler はドイツにおけるナノテクネットワークモデルの重要な特徴について講演した。彼

女はドイツのネットワーク構造の強さを強調するとともに、ヨーロッパにおける成功の例とし

てその活動を紹介した。 
 Schmidt はナノテク BMBF ネットワークについて説明した。７つの重要なネットワーク領域

として CC-ナノ化学、ナノ分析、ナノ光学、超薄機能性膜、ナノ物質、ナノバイオテクなどが

指定されている。CC ナノ化学ネットワークを例にとり、その構造、連携、成果などを説明し

た。 
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ワーキンググループディスカッション１ 

座長: R.P.H. Chang (Northwestern 大学, 米国) 
 
テーマ：グローバルナノテクネットワーク（GNN）の設立 
グループリーダー：J. Baglin (IBM, 米国), R. Nemanich (North Carolina 州立大学 , 米国), E. 
Kaufmann (Argonne 国立研, 米国) 
 参加者は３つのグループに分かれ、GNN に求められる要件について議論した。 
 参加者から GNN はユーザー主導で運営され、GNN の構造がユーザー主導によって発展させ

られていくことの重要性が強調された。彼らは、教育の問題、連携、ナノテクのグローバルな

ロードマップ化、データの評価、標準の確立、アクセスのし易さなどを議論した。 
 以上の議論から、GNN の活動と能力に関する「希望リスト」が作成された。リストの各項

目について実現可能性とコストが粗く評価された。中央のスタッフに要請される業務の割合と

各地方（ノード）に要請される寄与の割合が見積もられた。 
 
 
 
2003年10月12日 
 
キーノートレクチャー１ 

座長:：岸輝雄 (NRNSJ；物質・材料研究機構) 
M. Roco (シニアアドバイザー, NSF, 米国) 
“米国におけるナノテク研究と連携” 

Roco は世界の多くの国々におけるナノテク・イニシアチブと投資方策について概観した。政

府機関によって報告された世界でのナノテク研究開発への投資は、1997 年の 432 百万ドルから

2003 年の約 3 十億ドルへと過去６年間で７倍にも増加した。ナノスケール科学と技術のゴール

が国際協力によって見込まれる。 
 
 
スピーカーパネル３: 他の地域での政府の研究予算投資 

 
座長: R.P.H. Chang (Northwestern 大学, 米国) 

M.K. Wu (Academia Sinica, 台湾) 
“台湾におけるナノテクに関する国家的科学技術プログラム” 

Wu はナノテックネットワークと研究協力に関する台湾の研究予算投資について講演した。

彼はナノテクネットワークと研究協力の進展を支える最近の台湾政府の研究予算投資について

紹介した。彼は学際領域での教育プログラムと国際的交流、国際的連携の重要性を強調した。 
 
S. Xie (Chinese Academy of Science, 中国)  
“中国におけるナノテクの研究予算投資とネットワーク” 

Xie は、中国政府によりナノテクネットワークの進展を促進すべく、ナノテク研究と教育の

国際協力を支援する近年の方策と資源配分イニシアチブについて説明した。彼は近年のナノテ

ク研究協力に関する中国におけるプログラムとイニシアチブについて紹介し、現存する中国の

ナノテクネットワーク、特にその機能と中国外の他のナノテクネットワークとどのように関係

しているかについて報告した。 



 - 9 -

スピーカーパネル４: ネットワークと産業界のパートナー  
 

座長: 西嶋昭生（産業技術総合研究所） 
 
横山 浩 (産業技術総合研究所)  
“戦略的ナノテクグローバルネットワーキング：AIST における現状と提案” 
横山は戦略的ナノテクグローバルネットワークに関する AIST における現状と提案について

説明した。ナノテク研究開発においては、先駆的なアイデアをスピーディーに遅れなく実現化

することが重要であるため、北米、ヨーロッパ、アジアの主要な研究機関と双方向的な関係を

築く努力をしてきたことについて説明した。彼はまた、大学と産業界の両方から未来のパート

ナーを募集する試みについても紹介した。 
 
K.J. Snowdon (Newcastle 大学, 英国)  
“英国におけるナノテクネットワーキング：産業界” 

Snowdon は英国におけるナノテクネットワークの産業界的側面について講演した。彼は英国

におけるミクロ-及びナノ-テクに従事する研究者、研究機関、研究設備について焦点を合わせ

た英国ミクロ-及びナノ-テクネットワークの進展について言及した。彼は、産業と大学研究者

の間の協力を管理することにより企業精神と商業化を推進する平行研究開発の INEX モデルに

ついて説明した。 
 
J.C. Yang (ITRI, 台湾)  
“ナノテクネットワーキング：ITRI のアプローチ” 

Yang はナノテクの産業に関する台湾のアプローチについて議論する。台湾では６年計画の

国家ナノテクプログラム予算 615 百万ドルの 60％がナノテクの“産業化”に向けられており、こ

の産業化のための研究開発の多くが ITRI によって行われる。彼は、これらの研究開発活動が

台湾をナノテクの産業化の一番走者であることを確立し、長期にわたる台湾のナノテク産業の

優位性を確保する技術的競争力を築くことを使命としていることを強調した。 
 
G. Crean (NMRC, アイルランド)  
“アイルランドにおけるナノテクノロジー” 

Cream はアイルランドにおけるナノテクネットワークと研究協力について講演した。彼はど

のようにアイルランドのネットワークが予算配分され、他のヨーロッパやその他の世界のネッ

トワークと相互作用するかについて説明した。彼はまた、Cork と Dublin にある国際的競争力

を有する地域クラスターと、Cork にある国立ナノファブリケーション施設について説明した。

産業界とのネットワークへのアプローチについても説明した。 
 
石川正道（三菱総合研究所） 
“日本産業界におけるナノテクネットワーキング” 
石川は三菱総研におけるナノテクネットワークと研究協力を推進する戦略とイニシアチブに

ついて概観した。彼はナノテクのトレンドの詳細な解析から、ナノテクロードマップを作成す

ることの重要性を指摘した。また、大学と産業界の研究者の間に交流を持たせることの重要性

についても言及した。彼は、ボトムアップナノテクが産業界に技術的ブレークスルーの鍵とな

ること、日本産業界が“生物模倣”ナノテクに大変興味をもっていることを述べた。 
  
 
 



 - 10 -

キーノートレクチャー２ 

座長: 岸本直樹（物質･材料研究機構） 
野田哲二 (ナノテクノロジー総合支援プロジェクトセンター) 
“ナノテク研究者ネットワークの活動” 
野田はナノテクノロジー総合支援プロジェクトとナノテクノロジー研究ネットワークセンタ

ー（NRNSJ）について講演した。NRNSJ の目的はナノテク研究と研究施設のネットワークを

形成し、研究成果に関する最新情報や共同利用の特殊施設を共有することにある。NRNSJ は、

ナノテクノロジーに関する国の研究プログラムや研究者や実験室の活動、特許に関する情報の

データベースを作成しつつある。 
 
 
 
フォーカストーク３ 

座長: 岸本直樹（物質･材料研究機構） 
R.P.H. Chang (Northwestern 大学, 米国)  
“国際仮想研究所：グローバルナノテクネットワークのためのサイバーインフラ” 

Chang は Northwestern 大学で開発中の国際仮想研究所のプロトタイプのサイバーインフラが

どのように GNN の実空間での活動と施設を支援し、メンバー間の協力を促進するために使用

されるかを説明した。開発中の機能の例として、協力的研究プログラムの仮想オフィス、最新

の研究成果を刻々と表示するグローバル研究ギャラリー、情報資源センター、科学・工学教育

センターなどが紹介された。 
 
 
ワーキンググループディスカッション２ 

座長: R.P.H. Chang (Northwestern 大学, 米国) 
 
テーマ：グローバルナノテクネットワーク（GNN）の設立 
グループリーダー：J. Baglin (IBM, 米国), R. Nemanich (North Carolina 州立大学, 米国) 
参加者は２つのグループに分かれ、GNN の構造と実施方法について議論した。また GNN の

事務的な構造についても議論した。参加者は、GNN を始動させ、そして持続させ、さらに要

望リストに書かれている機能を調整するために必要な、組織と信頼性の最小限の基本構造につ

いて、まとめ上げた。GNN は露わに非営利団体として活動すべきであることが決定された。

GNN の活動上で究極的に重要な特性とポリシーのリストが作成された。新しい観点、すなわ

ちユーザーをどのように動機付けし GNN の進展に参加させていくかが議論された。ユーザー

に優しく、ユーザーによって主導されていく GNN の実施の原則が討論された。 
 

 
 
サーマリーセッション 
 

座長: 岸本直樹（物質・材料研究機構） 
 

Baglin（IBM, 米国）が GNN の望まれる要件、構造、実施方法に関してグループディスカッ

ションで得られた結果をまとめた。次回 GNN ワークショップはヨーロッパで開催される予定

である。 
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付 A． 
ワーキンググループレポート A 

 
ディスカッションリーダー:  John Baglin,  IBM Almaden Research Center, San Jose, CA, USA. 
秘書:  Prof. David Officer, Massey University, New Zealand, 
 
 
GNN のミッションと能力に関する希望リスト 
 
各グループは GNN の活動と能力に関する希望リストの作成を求められた。  
 
質問:   
 

GNN が設立された場合、なにが一番有益なことか？？ 
 
判定条件：  
  
(a) 付加価値を示す：今日のあなたの机上ではできないこと。 
(b) 国際リンクに関連すること。 
(c) これらの活動の全実施期間は数年。 
 
計画：  
  
1. 物理的に不可能とかコストがかかり過ぎるという制限を外して要望リストを作成。 
2. 次に、各項目について実現性とコストを粗く評価する。   
3. 次に、センタースタッフに要求されることと各地方（ノード）に要求される寄与の相対的

比率を見積もる。  
 
 
要望リストを表１に示す。リストはおおよそ項目の規模により配列されており、配列順序と

優先性とは関係がない。実現性、コスト、センタースタッフに要請される活動量と地域に要請

される寄与の相対的大きさを示す欄を加えた。 
 
リストの各項目は多くの議論と考察の結果であり、示された全ての項目はグループの参加者各

位によって吟味され、強く支持されたものである。実施が可能であれば、全ての項目は高い優

先性を持つと考えられる。その他にも多くの提案がなされたが、検討の結果却下された。  
 
 
 
 
 
 
 
 

付録１： ワーキンググループディスカッション 
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表１. グローバルナノテクネットワークの活動、 

プログラム、能力への希望リスト 
 

GNN の活動と能力に関する希望 実現性 コスト 中央スタ

ッフ 
への付託

地方
Nodes
への付

託 

ナノテク産業ロードマップ の作成と出版 ** $ ***** **** 

人的資源と設備の世界的なデータベース ** $ *** **** 

特定の研究の状況を提供する：報告書や白書 *** $ ** ** 

世界的規模のナノテク大学：学際的ユニットの教育内容 *** $$$ ***** **** 

学生及び学部の交換プログラムや設備へのアクセス ***  *** *** 

パートナーシップの仲介。資源の活性的マッチメーキング。 

（企業-企業、企業-大学、など。学術団体-商業化パートナー）

** $$ ** **** 

標準の確立 * $ * * 

世界的な政策やその実践（特に研究予算配分）の提供 **  ** *** 

データベースの作成と出版（実施中） * $$$ ** ** 

ナノテクの影響・効果に関する研究や情報の交流推進 * $ * * 

最新のデータやニュースを収集し、編集、表示すること。 *  * ** 

ナノテク特許検索エンジンの増強 *** $ **  

有効な公的支援プログラム *** $ **** **** 

オンライン研究会、ワークショップ、クラスの実施／支援 *** $ *** *** 

研究会や国際会議の企画・実施支援 ***  * * 

世界的規模の研究学会の設立 *  * * 
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GNN の性能と使途：  － 重要な判定条件は？  
 
 
質問：   
 
 

新しい GNN のために特に重要な性能と哲学の条件は？ 
 
アクセスに関連する事項： 
 
- GNN は露わに非営利団体として運営されるべき。 
- 大半の内容へのアクセスは無料とすべき。スポンサーによる援助も検討。 
- 「会員」は全般的な内容にアクセスが可能で、名目上の会員費を支払う。 
- 大きなコストがかかるサービスは有料とするが、コストは最低限に抑える。 
 
 
ユーザーインターフェース：  
 
- GNN への“入口”はユーザーフレンドリーとすること。 
- “入口”は全ての機能への矛盾なく直感的な誘導を行うことができること。 
- この単一の“窓口”は実際上、検索／アクセスの多様なレベルのユーザーを助けることがで

きる。 
- 多言語の“窓口”とユーザーインターフェース：初期に可能限り多くのアクセスを受けるこ

とを助ける。 
- 言語：翻訳されたディレクトリーを持ち、必要に応じて Google のような翻訳ソフトを提供

する。 
- Google ネットワーク検索エンジンと結合すること。 
 
 
バンド帯域／スピードに関する問題：   
 
- 可能な限り“テキストのみ”という高速オプションを設ける。 
 
 
入力： 
 
- 新しい情報を容易に入力できること。 
- 入力者のクレジット／引用はオプションとして保持すること。 
- 投稿された入力情報は“サイトマネージャー”によって、適切さの観点から選別される。 
- 入力は一般的にメンバーのみの特権とする。 
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GNN の実体的組織 
 
 
質問： 
 

GNN を始動させ、そして持続させ、さらに希望リストに書かれている機能を調整するため

に必要な、組織と責任のための最小限の基本構造を記述すること。 
 

 
• GNN は責任と調整のために実際上及び認識上の両方のシステムの必要とする。 
• GNN は認識上と実際上の両面について“ユーザー主導構造”でなければならない。 
 
 
 
実体的センター：   
 
一連の専用サーバーが必要だが、全てが一箇所に設置される必要はない。 

 
 
構造： 
 

1. ディレクター委員会（地方拠点ノードのディレクターを含む場合もある） 
2. アドバイザリーボード（ユーザー、関連する経験を有する人々など） 
3. マネージャー 
4. 事務局 
5. 科学的／技術的リエゾン；技術的対応者と関係をもち、必要な資料を集め、投稿者、

契約者、資源関係者との交渉などを行う。 
6. “生産”部門：例えば仮想会議、教育資料など（希望リスト参照） 
7. マーケティング：市場調査、市場開拓を含む。 
8. ビジネスプラン：基本的にビジネス的に行われる。大きな責任能力をもつマンージメ

ント。 
9. IT アップデートとメインテナンスを行う人材：GNN のソフトウェアとシステムを常に

最先端なものに保つことは必須の条件である。 
 
戦略：  
 

討論グループＡは、以下の項目について国際的合意によりさらなる計画検討を行うことを促

す。(1)丈夫な GNN インフラを構築すること。(2)強い会員参加を奨励すること。(3)ユーザーの

興味を引き持続させること。(4) GNN への参画とサービスが得られることを保証すること。 
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付 B.  

ワーキンググループレポート B 
 

ディスカッションリーダー:  Yuri Gogotsi,  Drexel University. 
秘書:  Robert Nemanich, North Carolina State University 
 

 
I. 検討すべきトピックス (重要度の順) 
 
A) 最重要項目: 

1. ナノテク研究者へのグローバルマップ的な Web アクセス 
 (個人サイトへのリンクを含むリンク). 

2. ナノテク研究プロジェクトへのグローバルマップ的な Web アクセス 
 (who is doing what: 個人サイトへのリンクを含むリンク). 

3. ナノテク施設へのグローバルマップ的な Web アクセス 
(個人サイトへのリンクを含むリンク). 

4. 他の資金によるナノ窓口または Web 情報へのアクセス 
例えば NSF 資金による UCLA のナノ窓口 

5. 社会的インパクト、環境問題上の関心. 
 
B) 他の可能性: 

1. 教育情報 (含 ワークショップ報告、インターネットワークショップ、教育情報、カリキ

ュラム開発、3-D 及びライブテスト). 
2. 国家ナノテクプロジェクト (含資金を受けているプロジェクトのリスト). 
3. 若手研究者ネットワーキング (討論グループ、雇用機会、予算獲得機会). 
4. ナノテク標準のデータベース評価. 
5. ナノテク研究ギャラリー – 質疑応答、グループ討論を通じた学生間の競争 
6. 論文別刷り-質疑応答、グループ討論 
7. Web アクセスを通じて得られる科学技術情報のレビュー委員会 
8. ナノテク辞典 
9. 賢い検索エンジン (現技術以上のもの). 
10. 新しいナノテク進歩のための年間ビジネスコンペ (R&D 表彰のようなもの). 
11. ナノテクに関する出版と特許の追跡 

 
 
II.  想定される参画者: 
 

1. 研究者 
2. ナノ材料と装置業者 
3. ナノテク中心の企業 
4. 教育者と労働者を訓練するグループ 
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III. 論点: 
 

1. 付加価値を与えるために情報はフィルターする。内容は知的に刺激的であるべき。 

2. 第１ページには、情報の尺度（辞典の索引のようなもの）を表示すべき。例えば、情

報のレベルの尺度をフォントの濃さや色で表わす。 

3. ３つのプレーン、すなわち研究、教育、産業において情報の組織化を行う。 

4. 既存あるいは開発中のナノネットに効率的にリンクする必要がある。重複を避ける。 

5. 技術が進展するにつれ、産業界もナノテクロードマップを書くだろう。 

6. 教育も GNN の中心となるだろう。最新のコンテンツを保つことが肝要。情報を更新す

る方法はユーザーとメンバーが討論した。 

7. メンバーが職業上で使うようなコンテンツを開発する。–現実的なコンテンツとコンテ

ンツの注意深い制御が必要。 
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付 C. 
 
ワーキンググループレポート C 

 
ディスカッションリーダー:  Elton Kaufmann, Argonne National Laboratory. 
 
 
参加者: Dr. Yong LIU, Nanyang Technological University, Sinagapore 
    
  Dr. Gilbert L. Rochon, Purdue University, USA 
    
  Dr. Helmut Schmidt, Institut für Neue Materialien & University of Saarland, Germany 
    
  Dr. K. L. CHOY, University of Nottingham, UK 
    
  Dr. Sishen Xie, Inststitute of Physics, Chinese Academy of Sciences, China 
    
  Dr. Han-Jo LIM, Ajou University, Korea 
    
  Dr. Akira KAMIYA, NEDO, Japan 
    
  Dr. Elton Kaufmann, Argonne N. L., USA (Discussion Leader) 
   
 
内容: (ゴール: “Google より良いもの”) 
 
GNN 上の情報は: 
 分類化 (カテゴリー化)、組織化、中庸化 (レフェリー)、個々の研究者に届ける。 
 以下の項目を含む: 
  使用許可の方法 
  技術評価 
   各地域拠点（nodes）での専門家 
   研究開発経験 
  コミュニケーション 
   ニュース、報告等 
   質問 
   アドバイス募集 
   リソース募集 
  既存ネットワークへのリンク 
  サービス所在地 
   道具 
  経験 
   最善の策略 
   戦略 
   ポリシー 
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GNN の顧客 は: 
 教育 
  発展途上国 
 共同/交流/訪問 
  国際的 
  横断的 
  新しい協力者への広範な紹介 
 検索 s/文献 
  ノード (例えば発行者) 
 技術開発の政府スポンサー 
 大企業の高級技術者 
 ベンチャー資本会社 
 道具を必要とする研究者 
  テレロボティックス 
 ネットワーク開発者 
 基金及び NGOs (非営利的) 
 GNN 広報 
  ナノの危機 (WND=weapons of nanodestruction) 
 
GNN に関する論点: 
 分かりやすい会員判定条件 
 ネットワークの定義 (情報、調整、ローカル対グローバル) 
  “機能に意味を定義させる” 
 言語 (特にアジアに向き合って) 
  サブネット 
 知的所有権 
 英語は科学には OK だが、ポリシー、技術、教育に対しては疑問。 
 GNN ニュースレター 
 検索アルゴリズム 
  最下級レベルに下げる。 
  標準化 
 ネットワーク構造 
 GNN 自体上でどんなコンテンツとするか？ 

外的ソースから何をリンクするか？ 
    GNN 上: 中心的リソース、貯蔵所 
 `  広報/出版/情報の窓口  カリキュラム、シラバス、モジュール 
   ソフトウェア     データベース 
   別刷り/一般的なアブストラクト  特許 
   会員プロフィール    求職/求人センター 
   時事会話グループ(モニターあり)  ネット会議/ワークショップ 
   ネット辞書     ネット出版/雑誌 
   施設ガイド     語彙、共同研究所 
 ネットワークの構造としては、垂直の枝分かれ構造（幾重もの階層構造を有するも

の）は好ましくはなく、入れ子構造になった層／殻構造（玉ねぎの皮構造）がむしろ好ましい

ことが指摘された。 
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氏 名 所 属 国名 
Baglin John IBM Almaden Research 

Center 
USA  

Baraton Marie-
Isabelle 

University of Limoges France 

Chakravorty Dipankar Indian Association for the 
Cultivation of Science 

India  

Chang R.P.H. Northwestern University USA  
Chen Nan ATIP (Asian Technology 

Information Program) 
Japan  

Chowdari B. V. R. MRS-Singapore/National 
University of Singapore 

Singapore 

Choy Kwang-
Leong 

University of Nottingham UK 

Crean Gabriel M. NMRC Ireland Ireland 
Fudamoto Yasunori National Institute for 

Materials Science (NIMS) 
Japan  

Fujita Takahiro National Institute for 
Materials Science (NIMS) 

Japan  

Glasow Peter A. E-MRS Germany  
Gogotsi Yuri Drexel University USA  
Goretta Kenneth C. Asian Office of Aerospace 

Research and Development 
(AOARD) 

Japan  

Hirahara Keijiro Nanotechnology 
Researchers Network Center 
of Japan (NRNCJ) 

Japan  

Huber Carmen 
Huber 

US National Science 
Foundation, Division of 
Materials Research, Office of 
Special Programs 

USA  

Ikari Gary Agilent Technology USA  
Ila Daryush Alabama A&M University 

Research, Center for 
Irradiation of Materials 

USA   

Ishikawa Masamichi Mitsubishi Research 
Institute, Inc 

Japan  

Jimbo Shinichi Nikkei nanotechnology Japan  
Kamiya Akira New Energy and Industrial 

Technology Development 
Organization 

Japan  

Kaufmann Elton N. Argonne National Laboratory USA 
Khim  Zheong G. Dept. of Physics, Seoul 

National University 
Korea  

Kim H.S. Chungnam National 
University 

Korea  

Kishi Teruo National Institute for 
Materials Science (NIMS) 

Japan  

付録２ : 参加者リスト
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Kishimoto Naoki National Institute for 
Materials Science (NIMS) 

Japan  

Kitagawa Nobuaki National Defense Academy Japan 
Kunitake Toyoki University of Kitakyushu Japan   
Lim Han-Jo Electrical Engineering, Ajou 

University 
Korea  

Manocha Lalit M. Department of Materials 
Science, Sardar Patel  Univ. 

India  

Nakamura Morihiko National Institute for 
Materials Science (NIMS) 

Japan  

Nemanich Robert J. North Carolina State 
University 

USA  

Nishijima Akio National Institute of 
Advanced Industrial Science 
and Technology (AIST) 

Japan  

Noda Tetsuji National Institute for 
Materials Science (NIMS) 

Japan  

Officer David Nanomaterials Research 
Centre, Massey University 

New 
Zealand 

 

Ozawa Eiichi National Institute for 
Materials Science (NIMS) 

Japan  

Paiziev Adkham A. Institute of Electronics, Uzbek 
Academy of Sciences 

Uzbekistan 

Petrykin Valery Materials and Structures 
Laboratory, Tokyo Institute 
of Technology 

Japan  

Plaxine Oleg National Institute for 
Materials Science (NIMS) 

Japan  

Rao C.N.R. Jawaharlal Nehru Centre for 
Advanced Scientific 
Research  

India 

Rochon Gilbert L. Information Technology at 
Purdue (ITaP), Purdue 
University 

USA  

Roco Mihail C. National Science Foundation USA  
Sathiaraj T. Stephan University of Botswana Botswana  
Schmidt Helmut Institute for New Materials: 

Nanotechnology 
Competence Center 

Germany  

Shinya Norio Nanotechnology 
Researchers Network Center 
of Japan (NRNCJ) 

Japan  

Siegel Richard W. Rensselaer Polytechnic 
Institute 

USA   

Snowdon Ken University of Newcastle  UK  
Soucy Gervais Université de Sherbrooke Canada  
Suh Sang-Hee Center for Nanostructured 

Materials Technology 
Korea  

Mika Takahashi Nanotechnology 
Researchers Network Center 
of Japan (NRNCJ) 

  

Takano Jun-ichiro National Institute of Science 
and Technology Policy 
(NISTEP) 

Japan  

Takemura Masahiro National Institute for Japan 
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Materials Science (NIMS) 
Tokumoto Hiroshi Nanotechnology Research 

Center, Research Institute 
for Electronic Science, 
Hokkaido University 

Japan  

Woo Paul Gennum Corporation Canada  
Wu Maw Kuen Academia Sinica Taiwan  
Xie Sishen Chinese Academy of 

Sciences, Institute of 
Physics 

P.R.China  

Yacaman Miguel 
Jose 

University of Texas at Austin USA 

Yang Jih Chang Industrial Technology 
Research Institute (ITRI) 

Taiwan  

Yokoyama Hiroshi National Institute of 
Advanced Industrial Science 
and Technology 

Japan  

Ziegler Christiane 
H. 

University of Kaiserslautern: 
Nanotechnology 
Competence Center 

Germany 
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＊ 和訳版では講演資料（Viewgraph）は割愛されています。 
＊ 製本版（英語版）には全て載せており、在庫がある限り、実費にて頒布いたします。 

但し４コマ／ページです。 
＊ 資料はホームページ http://www.nims.go.jp/ws-nanonet/で公開しております。 
＊ 著作権は講演者及び事務局により保有されています。 

 

付録３ : 講演資料
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講演資料リスト 
 
 
 
1. R.P.H. Chang（Northwestern 大学） 
“ワークショップの経緯と最近のゴール” 
 
スピーカーパネル１: ナノテク研究とネットワーキングに関する報告 

 
2. 神谷 晶 (NEDO)  
“日本のナノテクネットワーク” 
 
3. R.W. Siegel (Rensselaer Polytechnic Inst., 米国)  
“米国におけるナノテクネットワーク” 
 
 

スピーカーパネル２: ナノテク研究とネットワーキングに関する報告 

4. Z.G. Khim (Korean Nano Researches Association, 韓国) 
“韓国におけるナノテクネットワークと資源配分”  
 
5. G.L. Rochon (Purdue 大学, 米国)  
“Purdue 大学におけるナノテク研究・教育・インフラ・連携” 
 
6. J.M. Yacaman (Texas 大学 Austin 校, 米国)  
“米国-ラテンアメリカにおけるナノテクネットワーク” 
 
 

フォーカストーク１ 

7. 徳本洋志 (北海道大学) 
“ナノテク研究における国際協力に向けて” 
 
 
フォーカストーク２ 

 
8. C. Ziegler (Kaiserslautern 大学, ドイツ) 
“ドイツにおけるナノテクネットワーキングモデル” 
 
9. H. Schmidt (Institute for New Materials, ドイツ) 
“ドイツにおけるナノテクネットワーキングモデル” 
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2003 年 10 月 12 日 
 
キーノートレクチャー１ 
10. M. Roco (シニアアドバイザー, NSF, 米国) 
“米国におけるナノテク研究と連携” 
 
 
スピーカーパネル３: 他の地域での政府の研究予算投資 
11. M.K. Wu (Academia Sinica, 台湾) 
“台湾におけるナノテクに関する国家的科学技術プログラム” 
 
12. S. Xie (Chinese Academy of Science, 中国)  
“中国におけるナノテクの研究予算投資とネットワーク” 
 
 
スピーカーパネル４: ネットワークと産業界のパートナー  
 
13. 横山 浩 (産業技術総合研究所)  
“戦略的ナノテクグローバルネットワーキング：AIST における現状と提案” 
 
14. K.J. Snowdon (Newcastle 大学, 英国)  
“英国におけるナノテクネットワーキング：産業界” 
 
15. J.C. Yang (ITRI, 台湾)  
“ナノテクネットワーキング：ITRI のアプローチ” 
 
16. G. Crean (NMRC, アイルランド)  
“アイルランドにおけるナノテクノロジー” 
 
17. 石川正道（三菱総合研究所） 
“日本産業界におけるナノテクネットワーキング” 
 

 

キーノートレクチャー２ 

18. 野田哲二 (ナノテクノロジー総合支援プロジェクトセンター) 
“ナノテク研究者ネットワークの活動” 
 
 
フォーカストーク３ 
19. R.P.H. Chang (Northwestern 大学, 米国)  
“国際仮想研究所：グローバルナノテクネットワークのためのサイバーインフラ” 
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E-mail: mri@northwestern.edu 
 
発行所： 
IUMRS-ICAM2003 事務局 
c/o 社団法人未踏科学技術協会 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-2-10 
虎ノ門桜田通ビル 7F 
E-mail: mitoh@sntt.or.jp 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


